




































































































年少年中 年長 小l 小2 小3 小4 小5 小6 中l 中2 中3
自国文化・人とのコミュー ケl ｜コミユ四ケー ションスキルのiコミュニケー ションスキルを－ l多文化理解を中心とした学習｜ 、 ー ｜ ーションを大切にした保育｜ ｜向上を中心とした学習l生かした多文化理解の学習
メデイアに出会う保育｜メデイアに親しむ活動｜メデイアを具体的に活｜情報の科学的な理解に基づ












. fコ三－ 葉 音楽科 音楽科
・環 境 図画工作科 図画工作科 美術科・表 現

















実用 2 期 3 期 4 期 合計
年少児
2 3 4 3 12 
5 期 6 期 7 期 8 期 合計
年中児
4 17 3 5 5 
9 期 10 期 1 1期 12 期 13 期 合計
年長児











国語 社会 算数 理科 発見 表現 2日＇.！：.；ア白何〈 図工 体育 家庭 f（｛也、、·~ 交流メディア 活動
l年 255 114 85 46 50 
50 80 。 68 34 50 832 (-17) (-17) (-18) (-18) (-10) (+50) 
2年 263 155 88 50 
50 50 80 。 70 35 51 892 (-17) (-17) (-20) (-20) (-10) (+52) 
218 35 928 3年 (-17) 70 150 70 15 55 55 85 (-35→国際） 70 35 70 (+ 18) (-35→特活）
218 35 963 4年 (-17) 85 150 90 60 60 90 (-35→国際） 70 35 70 (+ 18) (-35→特活）
163 30 963 5年 (-17) 90 150 95 50 50 90 60 (-35→国際） 70 35 80 (+ 18) (-45→特活）
160 
30 







保健 技術 教科 特別
合計
国語 社会 数学 理科 音楽 美術
体育 家庭
英語 市＆ん也、、仁ノゴち、 交流 デ、イア 道徳 活動
l年 120 105 105 105 45 45 90 50 105 35 。 105 35 35 980 (-20) （之0) (-65) 
2年 85 105 105 105 35 35 90 55 105 
35 50 
105 35 35 980 (-20) (-15) (-50) (-20) 























マアルイ チ、ー、 メア 様々なメン｜ユ ディアを駆ー一ーーーーーーー 一ーーー一一一回目ーーー一一一一』ーーーーーー一一一一一一一一ーーー一一一一一一一一一ーーーーー一一一一一一ーーーーーー一一ーーー－ -
国 語 使して多文 0言語認識力，言語技術化を理解し 0メディアとコミュニケーションに関わる力
一一一ーーーーーー
たり，人々










一一一一一ーーーー 一ーーーーー－ーーーーーーー一一一一ーーーー－ ---－ーー一一ーーー－ -－一一一一ーーーーーーーー一一一ーーーーーーーーーーー一ーーー
算 数 0技能と考え方が個人の中で統合され，様々な場面でそれらを活
数 学 用できる力










ーーーー一一一一一 ー一一一ー－ －甲一一一一一ーーーーーー－ －ー一一ーーーーー－ --－一一ーーーーーーーーーーー一一一ーーーーー・・ーーー－ -－一一一ーーー
保 0共感的表現力







教 美 体I 0生活に取り込む実践力
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各プロジェクト1～2名
????????????? ??????????? ィ ???? ?
L 6プロジェクト部会 」
｜中学校研究部会｜幼稚園研究部会｜
この組織の中で，太枠で示した部分が学園研究に関わる組織の中心である。幼稚園・小学校・中学校の
各部会は，各校園独自の研究計画などに基づいて独自性を生かした研修を行うためのものである。また，
研究会事務局は，学園研究の推進とは別に，各年度の研究会を運営するための事務的な仕事内容を担うも
のである。
小学校研究部会
(2) 6つのプロジ‘工クトによる学習開発
本学園の研究推進に当たっては，研究を中心となって推進してしぺ組織として6つのプロジェクト部会
を設け，それぞれのプロジェクト部会が独自の研究を推進することができるようにしている。各プロジェ
クト部会は，全て広島大学教官との共同プロジェクトによる研究体制をとり，一つの学園の中で6つのプ
ロジェクト研究を同時に行われている。この6つのプロジェクト部会に，本学園の幼・小・中の教職員が
分かれて所属している。
0国際交流学習開発部会及びマルチメディア学習開発部会
これらの部会は，国際的コミュニケーション能力の育成をめざす学習開発を行う。具体的には，国際
交流学習を通して多文化理解やコミュニケーションスキルの向上を図るとともに，マルチメディア学習
を通して情報活用能力・情報の科学的理解及び多角的判断能力・メディア社会に参画する能力及び態度
などを育むための，幼小中一貫教育カリキュラムの作成と学習指導のあり方の研究開発を行う。
0幼小連携学習開発部会及ひ、小中連携学習開発部会
この2つの部会で主に育もうとしている 21世紀型学力は 21世紀型教科学力であり，その具体的な
学力の設定及びそれらの力の定着に向けての学習方法のあり方の研究を行う。幼小連携学習開発部会
では，幼稚園～小学校第3学年までの体験を重視した学級担任制による保育・教科のあり方について，
小中連携学習開発部会で、は小学校第4学年～中学校第3学年までの教科担任制による教科学習のあり
方について，それぞれ幼小・小中が一貫したカリキュラムの作成と保育・学習指導のあり方の研究開発
を行う。
-14 -
0かかわり学習開発部会
この部会は，人と人とのかかわりを生み出すことができる人間関係力の育成をめざす学習開発を行う。
具体的には，道徳・特別活動の総合単元開発や，異校種・異学年交流活動を取り入れることを通しての
感動体験を重視した学習の実践や幼小中一貫の学校行事のカリキュラム及び指導のあり方についての研
究開発を行う。
0調査・評価部会
この部会は，研究全体の評価計画を作成するとともに，運営指導委員会の外部評価と連携した研究の
評価，子どもたちの実態調査，研究に対する意欲向上の取り組みなどを行い，研究の推進に寄与するも
のである。
(3）研究開発委員会
研究開発委員会は 学園長・幼小中副校園長・幼小中三研究主任・各6ロジェクト部会のキャップから
構成され，本学園の研究推進の中心的な役割を担う委員会である。この委員会は，月 1回の定例委員会
を持ち，各学習開発部会の研究内容の交流や，事務的内容の諸連絡，研究運営に関する事項の決議を行う。
(4）運営指導委員会
運営指導委員会は，広島大学及び他大学の先生方，県・地区・市それぞれの教育関係者の方々で構成さ
れている。
この委員会の役割は，次の通りである。
①国際的コミュニケーション能力の育成を中1L、とした 21世紀型学校カリキュラムの研究開発に関する
情報を提供するとともに，研究開発学校の実態を把握し，研究推進に関わる指導・助言を行う。
②研究開発学校が取り組む実践的な研究について，専門的な分野で具体的な指導を行う。
③研究開発学校の研究の進捗状況に基づき，次年度以降の研究開発に向けてのアセスメントを行う。
園研究計画の概要
この開発研究は 3年間計画で行い，大きくは次のような研究計画で進めている。
0研究の組織作り
0各プロジェクト部会による研究構想案作成・理論構築
第 l年次
。各プロジェクト部会の研究構想、案に基づく単元開発の試み
0平成 15年度幼小中一貫教育公開研究会の開催
0第 l年次の研究内容のまとめと評価
0第2年次の研究計画書及び教育課程の編成
0各プロジェクト部会による幼小中一貫教育カリキュラムの作成
0各プロジェクト部会による評価規準作り
第2年次 0平成 16年度幼小中一貫教育公開研究会の開催
0第2年次の研究内容のまとめと評価
0第3年次の研究計画書及び教育課程の編成
0各プロジェクト部会による幼小中一貫教育カリキュラムの修正
0各プロジェクト部会による評価規準の修正
第3年次 0平成 17年度幼小中一貫教育公開研究会の開催
0各プロジェクト部会の3年間の研究内容のまとめと評価
0第3年間の研究内容全体のまとめと評価
??
